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呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料 

＃２ 

資料３ 

呉まちなか公共空間デザイン会議（第２回）資料 

＜資料の構成＞ 

１ 第１回会議の振り返り（P２～） 

  １－１ 取組の背景 

  １－２ 呉まちなか公共空間デザイン計画の作成 

  １－３ 呉まちなか公共空間デザイン計画の構成案 

２ 管理・運営及び整備に関する方針（P４～） 

  ２－１ 第１回会議の意見の集約 

  ２－２ アクティビティとコンテンツ 

  ２－３ 空間の再構築 

  ２－４ デザイン・設え 

  ２－５ 空間のマネジメント 

  ２－６ 基本方針 

３ 未来ビジョン（P26～） 
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呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料１-第１回会議の振り返り 

＃２ 

呉まちなか公共空間デザイン会議（第２回）資料 

１－１ 取組の背景 

１－２ 呉まちなか公共空間デザイン計画の作成 

１－３ 呉まちなか公共空間デザイン計画の構成案 

資料３-1 
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管理・運営及び整備に関する方針 
○未来ビジョンの実現に向けた取組の基本的な考え方・方向性 ＜基本方針＞ 

 ・ ＜アクティビティとコンテンツ＞ 

・どのような空間・場所であったらよいか ＜空間の再構築＞ 

・どのようなデザイン，設えがよいか ＜デザイン・設え＞ 

・どのようなプロセスでつくり，どのように使っていくか ＜空間のマネジメント＞ 

 

 世界中の多くの都市で，都市の魅力を向上させ，ま
ちなかのにぎわいを創出するため，道路などの公共空
間を車中心から”人中心”の空間へと再構築し，人々が
集い憩い多様な活動を繰り広げられる場へとしていく
取組が進められています。 

ニューヨーク･タイムズスクエア ニューヨーク･ブライアントパーク 

出典：ウォーカブルなまちづくり（国土交通省都市局資料） 

「Walk」＋「able」＝歩きたくなる 

歩く できる 

１－１ 取組の背景（第 1 回会議の振り返り） 

 

呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料１-第１回会議の振り返り 

国内でも重点的に取組が進められています。 

出典：まちなかにおける「ウォーカブルなパブリック空間」 
のイメージ（国土交通省） 

１－２ 呉まちなか公共空間デザイン計画の作成（第 1 回会議の振り返り） 

 

＃２ 

 人中心のウォーカブルなまちなか空間の形
成によって多様な人の出会いと交流を図り，
にぎわいの創出や回遊性の向上などに取り組
みます。 

 そのため，蔵本通りや中央公園一帯の公共
空間の管理・運営及び整備の方向性を示し，
呉市，広島県，市民及び事業者等の共通のビ
ジョンとして「呉まちなか公共空間デザイン
計画」を作成します。 

個々の 
取組 

・現在の延長線上にはない 

 理想とする未来 

・未来の姿の実現のためにはどんな取組が必要かを考え，

暫定的・試行的な個々の取組を積み上げていく 

 出典：１ 南池袋公園案内資料（豊島区），
２ 新虎通りエリアマネジメントホームペー
ジ，３ MIZBERING ホームページ 
 

道路空間 

河川空間 

公園空間 

取組の対象エリア 

蔵本通り・中央公園一帯の区域 

居心地が良く歩きたくなる 

ウォーカブルな空間を目指す 

様々なまちづくりを結び回遊性の向上を図る場 

まちなかでの出会い・交流・滞在を促進する場 

○過去に車道を６車線から４車線に縮小し，公園 
空間を確保（人中心の空間形成） 

○呉駅周辺地域総合開発を始め，様々なまちづく 
りが動き出している 

○公共空間の活用について議論の高まり 

計画作成の目的 

都市の多様性が 

イノベーションを 

生み出す 

（Jane Jacobs 

（アメリカ・作家）） 

都市に多様な人が集まることで， 

その交流に伴うアイデアや 

イノベーションが生まれ， 

それがまた人を集める 

（Edward Glaeser 

（アメリカ・経済学者）） 

 

街の主役は人 

（Jan Gehl 

（デンマーク・建築家）） 

 

街の主役は人で， 
多様な人が集まることで 
新たなアイデアが生まれます。 

概ね 20 年後の姿 

１－３ 呉まちなか公共空間デザイン計画の構成案 

 

呉まちなか公共空間デザイン計画 

 未来ビジョン 
現在の延長線上にはない，概ね 20 年後の理想とする未来の姿をイラストとキャッチー

な言葉で示します。 

 

望ましい姿 

未来ビジョン 

1 

2 

3 
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呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料２-管理・運営及び整備に関する方針 

＃２ 

呉まちなか公共空間デザイン会議（第２回）資料 

２－１ 第１回会議の意見の集約 

資料３-2 



5 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

2－１ 第 1 回会議の意見の集約（資料２参照） 
 

呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料２-管理・運営及び整備に関する方針  

＃２ 

視点① 
呉を体感するデザイン 

2-4 デザイン・設え P18～ 

視点⑤ 
使い方のルールや運営方法を見直す 
 

視点② 
インクルーシブなデザイン 

視点③ 
沿道や周辺地との一体性を高めるデ
ザイン 

視点④ 
古きを生かし新たな価値を創造する 

視点① 
暑い日も，雨の日も座る・くつろぐ 

視点⑦ 
みどりのチカラで誘い込まれる 

視点④ 
大人もこどもも本気で遊ぶ 

視点⑤ 
おなかを満たす・食に舌鼓を打つ 

視点⑧ 
夜の演出に酔い痴れる 

視点⑩ 

快適にアクセスする 

視点② 
活用のシーンを発信する 

視点③ 
繋がる場をつくる 

2-3 空間の再構築 P13～ 

視点① 
川をまちの中心に 

視点③ 

志を持ってチャレンジする 

視点② 

自由に集い，学ぶ・働く 

視点⑨ 
気の向くままに歩く 

視点② 
ゾーンコンセプトによって命を吹き
込む 

視点③ 
公園空間を繋ぐ 

視点① 
愛される空間へ 

視点⑥ 

文化・芸術を体感する 

視点④ 
ハレケの演出 

視点④ 
小さな取組を積み上げる 

第１回会議の意見を「アクティビティとコンテンツ」，「空間の再構築」，「デザイン・設え」，

「空間のマネジメント」の視点として整理し，集約をしています。（詳細は資料２を参照） 

・どのような使い方をイメージして，どのような

モノをつくるか 

・どのような空間・場所であったらよいか 

 

・どのようなデザイン，設えがよいか ・どのようなプロセスでつくり，どのように 

使っていくか 

 



6 

 

 

  

呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料２-管理・運営及び整備に関する方針 

＃２ 

呉まちなか公共空間デザイン会議（第２回）資料 

２－２ アクティビティとコンテンツ 
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２－２ アクティビティとコンテンツ（１／５）（どのような使い方をイメージして，どのようなモノをつくるか） 

呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料２-管理・運営及び整備に関する方針 

視点① 暑い日も，雨の日も座る・くつろぐ 

 ・ベンチ，テーブル，屋根，木陰，大屋根空間，室内遊戯施設，パラソル 
・きれいで誰もが使いやすいトイレ 
 遊具やベンチなどを木陰に配置（台湾，永康公園） 

大屋根空間（ひろしまゲートパーク） 

・滞在時間を延ばす装置として，ベンチやテーブル，木陰があれば良い。 
・中央公園にあったら良いと思うもの「テーブル・イスセット（第三位）」 
・階段などで座って会話できる空間 
・天候に関係なく遊べる室内空間や屋根のある空間 
・きれいなトイレがあると良い空間であると思う。 
・子供の使用や荷物置き，おむつ交換などに対応した機能 

出典：公共 R 不動産ホームページ 
（金子愛氏記事） 

出典： PARKBRIDGE ホームページ 

室内遊戯施設（各務原市 PARKBRIDGE） 

ベンチ・テーブル 

パラソルによる暑さ対策 
（韓国，ソウル市） 

デザイン 

会議 

足洗い場やあずまや的機能を搭載したトイレ 子ども用トイレを整備 
（武蔵境駅南公衆トイレ） 

出典：府中市観光協会ホームページ 

呉市中央公園（広島大学社会実験） 

デザイン 

会議 

視点② 自由に集い，学ぶ・働く 

・コミュニティ施設 
・スタディルーム 
・コワーキング，Wi-fi 設備 

出典：minagarten（ミナガルテン）ホームページ 

Minagarten（広島市） 
「人と暮らしの Well-being（幸福）」をテーマとし，緑豊かな住宅地と施設を舞台に，
食・文化・芸術などを共に分かち合う（空間のシェア）次世代型コミュニティ 

地域の交流や勉強をすることができる空間
（ひろしまゲートパーク） 

 

・多様な使い方ができると良い。 

・中央公園にあったら良いと思うもの「Wi-fi スポット（第二位）」 

・図書館と一体的な空間をつくることで，学生が勉強したり，コワーキングが 

できる場所となり得るポテンシャル 

喫茶ランドリー（東京都墨田区） “まちの家
事室”付きの喫茶店。「どんなひとにも、自由
なくつろぎ」というコンセプトで、人とコミ

ュニケーションが生じることを第一に設計さ
れている。 

 

＃２ 

出典：まちなかの暑さ対策
ガイドライン（環境省） 

出典：武蔵野市ホームページ 

出典：株式会社グランドレベルホームページ 
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２－２ アクティビティとコンテンツ（２／５）（どのような使い方をイメージして，どのようなモノをつくるか） 

呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料２-管理・運営及び整備に関する方針 

デザイン 

会議 

＃２ 
視点④ 大人もこどもも本気で遊ぶ 

・遊具や健康遊具の充実 
・アーバンスポーツ施設など 
 

出典：豊田市ホームページ 

アーバンスポーツパーク 
（ひろしまゲートパーク） 暫定的な利用を通じて，必要な 

整備を検討している事例 

健康遊具 

・市中心部に賑わいが生まれるアカデミックなプレイパークへ 
・「動く」，「遊ぶ」をテーマとした空間 

・「芝生，遊び」，スケートボードなどの「ストリート」を意識した遊びの空間 
・子供が好きな遊具や健康遊具がある空間 

自由な発想で組立や移動
ができる遊具 
 

どんぐり型の大型遊具 

 

卓球台のある公園 
（沼津市中央公園社会実験中） 

出典：週末の沼津 facebook 

出典：株式会社コトブキホームページ 

遊び道具などの貸し出し 

 
岡山市 下石井公園 

アウトドアワゴン内に子ども
が遊べる道具やシートなどを
無料で貸し出し 

出典：公益社団法人呉青年会議所

facebook 

e スポーツの大会（FULL!フェス） 

視点③ 志を持ってチャレンジする 

・チャレンジ用仮設店舗，電源や給排水設備 
・空間利用の促進のための制度 

利用を促進する制度の創設 

出典：Ike・sunpark ホームページ 

新しく公園で事業に挑戦したい方々の
受け皿として，小型店舗を運営 

デザイン 

会議 

・公共空間内でのイベントを通じた新規事業者のチャレンジの場づくり 

・「試す」をテーマとした空間 
・若い方が活躍できるような取組 
・売店跡地の実験的な活用（トライアルサウンディング）の実施 
 

中央公園８ブロック売店における 
トライアル・サウンディング 

出典：中央公園８ブロック売店等の利活用に
係る実証実験について（提案書）（NPO 法
人 SYL，(一社)KURE-PERS） 

出典：安城市ホームページ 
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デザイン 

会議 

視点⑥ 文化・芸術を体感する 

 ・図書館サテライト機能，ステージ，グラフィティアート，オブジェ，音楽，映画など 
 

本棚をトイレ外壁に設置
（南池袋公園） 

音楽の流れるシーン（あさまち） グラフィティアート 

オブジェ（左から沼津市，岡山市 西川緑道公園） 

・アートや芸術に触れられる公園（美術館のようなもの，オブジェ） 
・アカデミックな感じのライブラリーカフェ 

・市中心部に賑わいが生まれるアカデミックなプレイパークへ 
・世界中，日本中から来たくなる公園 

（Art 地プロジェクト呉駅前） 

２－２ アクティビティとコンテンツ（３／５）（どのような使い方をイメージして，どのようなモノをつくるか） 

呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料２-管理・運営及び整備に関する方針 

＃２ 

デザイン 

会議 

視点⑤ おなかを満たす・食に舌鼓を打つ 

 ・カフェや飲食施設 
・屋台 
 

出典：豊島区ホームページ 

・中央公園にあったら良いと思うもの「飲食サービス（第一位）」 

・「食べる」をテーマとした空間，「フード提供する公園」の空間 

・常設のオープンテラス・カフェの設置 

・コンテナや飲食施設，屋台 

飲食施設（福山市中央公園） 飲食施設（南池袋公園） 

蔵本通りの屋台 屋台式のカフェ 

出典：歩行者利便増進道路 （ほこみち）
制度の今後の展開（国道交通省） 

・８ブロック売店の暫定活用 
（トライアルサウンディング） 

中央公園８ブロック売店におけるトライアルサウンディング（再掲） 

呉市の 
取組 

オープンカフェ 

出典：新虎通りエリアマネジメントホームページ
（新虎通りエリアマネジメント協議会）） 

出典：中央公園８ブロック売店等の利活用に係る実証実験について（提案書）（NPO 法人 SYL，(一社)KURE-PERS） 

 出典：国土交通白書 2019 

河川敷での映画鑑賞（寝袋シネマ 
（調布市）） 

https://www.city.toshima.lg.jp/340/shisetsu/koen/026.html
https://www.city.toshima.lg.jp/340/shisetsu/koen/026.html
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視点⑧ 夜の演出に酔い痴れる 

デザイン 

会議 

・木が多く，夜は怖い。 ・現在の公園は暗い。 

・公園を盛り上げるテクニックとしての光の使い方 

・川沿いを明るくして魅力を高める。 

イチョウ並木のライトアップ（東京都立川市） 

出典：昭和記念公園ホームページ 

出典：徳島市公式観光サイト 

人の通行に反応して音色が響き，光の色
が変化する 
（徳島県文化の森総合公園（徳島市）） 

（岡山市下石井公園） 

日常の演出 

・照明，ライティング 

出典：岡山市ホームページ 

西川緑道公園（岡山市）のイベント 

光の演出（街の森のアトリエ） 

ハレの舞台の演出 

間接照明を有するベンチ 

２－２ アクティビティとコンテンツ（４／５）（どのような使い方をイメージして，どのようなモノをつくるか） 

呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料２-管理・運営及び整備に関する方針 

＃２ 

出典：仙台観光国際協会 

※グリーンインフラ：社会資本整備などにおいて自然環境が有する多様な機能を活用する取組 

東西 700m にわたるケヤキ並木（仙台市） 

デザイン 

会議 

・芝生は座っていて気持ちが良い。 
・自然に触れられる空間 
・子供の利用を考えると芝生が良い。 
・「芝生，遊びの公園」の空間 
・緑が多い方が「映える」。 

・呉市都市計画マスタープラン 
 都市内のグリーンインフラの取組を推進 
 

呉市の 
取組 

視点⑦ みどりのチカラで誘い込まれる 

・芝生のチカラ 
・シンボルロードとしての並木の形成 
・グリーンインフラ※機能 

出典：（公財）大阪観光局 

出典：豊島区ホームページ 

芝生のある公園 南池袋公園（豊島区） 

芝生で過ごす風景 

天王寺公園「てんしば」（大阪市） 
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２－２ アクティビティとコンテンツ（５／５）（どのような使い方をイメージして，どのようなモノをつくるか） 

呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料２-管理・運営及び整備に関する方針 

＃２ 

デザイン 

会議 

視点⑩ 快適にアクセスする 

・歩行者と自転車の分離 
・次世代モビリティの乗換・待機スポット 
・E-BIKE や電動キックボードによる移動 
・周辺駐車場の適切な活用 

出典：岡山市ホームページ 

歩行者と自転車の分離 

出典：庄原観光ナビ 

次世代モビリティ乗換スポット 

・ウォーカブルなまちづくりには，新しい公共交通が重要 

・快適にアクセスできると子供を連れて行こうと思える。 

・安全な環境が求められる。 

 

出典：呉スマートシティモデル事業実行計画 

・呉駅周辺地域総合開発の取組との連携 

・自転車通行空間の確保 
呉市の 
取組 

視点⑨ 気の向くままに歩く 

デザイン 

会議 

・通行機能や滞在機能の向上（道路空間の再編，道の使い方の再考） 

岡山県岡山市県庁通り 
沿道の店舗等が軒先の 1m を活用する社会実験を実施 

・道路機能を公園に移し，自由に動けるような空間とする。 
・ウォーカブルのコンセプトを踏まえ，リフレッシュしながら歩ける空間とする。 
・散策しやすい道になると良い。 
・道路の一部を歩行者専用化して川沿いを散策しやすくなると良い。 

・呉市都市計画マスタープラン 

 沿道と一体となった道路空間の利活用の推進 
呉市の 
取組 

出典：ストリートデザインガイドライン（国土交通省） 

道路空間の再編事例（神戸市） 

通行機能のレベルを下げ，滞在機能のレベルを向上させた事例 

出典：ストリートデザインガイ
ドライン（国土交通省） 

出典：2040 年道路の景色が
変わる（国土交通省） 
 

時間帯によって空間の使い方
が変わる路側マネジメント 

＜長期的な視点＞ 

 

1m 区間の活用を想定した

整備 

1m の部分の舗装の仕上げを区別 ※吹出内のイラストの出典：呉スマート
シティモデル事業実行計画 



12 

 

  

＃２ 

空白ページ 
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呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料２-管理・運営及び整備に関する方針 

＃２ 

呉まちなか公共空間デザイン会議（第２回）資料 

２－３ 空間の再構築 
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２－３ 空間の再構築（１／４）（どのような空間・場所であったらよいか）  

呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料２-管理・運営及び整備に関する方針 

視点① 川をまちの中心に 視点② ゾーンコンセプトによって命を吹き込む 

・堺川両岸は街の表になるべきである。 
・川向こうも一体となった空間，駐車場も一体型の公園に転換を検討 

・川を見ながら会食できるなど，川を表に出していくと良い。 

・駐車場は，一体的なコンセプトで，それ以外の使用を検討 

デザイン 

会議 

・住宅地や商業エリアのオモテニワとなるよう機能を滲み出し 

（空間内へのにぎわい機能の誘導，デッキ空間の使い方や動線の再考，左岸側の駐車場空間

の公園化と堺川通りの再編） 

 

＃２ 

出典：MIZBERING ホームページ（今佐和子氏・浅見知秀氏記事） 

川沿いが使われている例 

デザイン 

会議 

・ゾーン毎に持たせる機能が見えてくるのは良い。 
・動詞によりブロックの使われ方をデザイン 
（憩う・歩くを共通として，動く・感動・くつろぐ・表現・学ぶ・試す・食べる・遊ぶ） 

・遊び，食，アカデミック，アート・芸術などのブロックのテーマ 
（図書館との関係） 
・アカデミックな感じのライブラリーカフェが良い。 
・図書館から横断歩道を渡ることなく，２階デッキから公園に直接アクセス 

できると良い。 

 

パリ セーヌ川 

盛岡市 木伏緑地 

出典：木伏 facebook，木伏緑地ホームページ 

木伏緑地 遊びやくつろぎの空間 

木伏緑地 飲食施設の立地 
ゾーンコンセプトをもった再整備（名古屋市 久屋大通公園） 

・周辺のまちづくりと効果を高め合うコンセプト 出典：名古屋市ホームページ 
 

３つのゾーンコンセプトによってつくられた公園 

コペンハーゲン（デンマーク） 
スーパーキーレン 

① 
② ③ 

①Red:ｽﾎﾟｰﾂ,ﾏｰｹｯﾄ 

②Black:ｱｰﾊﾞﾝﾘﾋﾞﾝｸﾞ 

③Green:遊び場 

700m 程度 

50m 程度 

出典：ソトノバ 
 

出典：ソトノバ based on Archdaily 
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２－３ 空間の再構築（２／４）（どのような空間・場所であったらよいか）  

 

呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料２-管理・運営及び整備に関する方針 

＃２ 
視点③ 公園空間を繋ぐ 

・空間を分断する東西方向の道路を歩行者空間化 

・道路や橋の一部を歩行者専用空間として動線を確保し，公園空間を一体化して

川沿いを散策しやすく 

 

デザイン 

会議 

人中心の空間へ 

・東西の交通を排除することで

空間内の安全性が向上 

・空間の拡大によって一体性が 

向上 

デザイン 

会議 

視点④ ハレケの演出 

・ハレ（非日常，イベント）とケ（日常）を演出する空間 

呉みなと祭 

あさまち 

街の森のアトリエ 

・全世代が日常的に楽しめる空間 

・住んでいる人のための空間の整備 

・誰もが参加できるイベントの場 

 

 

ハレの場としての利用 

 

日常の利用 

①弥生橋 

⑤小春橋 ③花見橋 

・幹線的な道路である⑦国道３１号（昭和橋／６車線）や④市道本通三
条線（五月橋／４車線）は一体化の検討の対象外 

・⑥市道本通二丁目１号線（堺橋）や⑧市道呉駅前本町一丁目線（亀山
橋）は２車線ではあるものの，広域的なネットワーク性を有するため
検討の対象外 
 

検討の対象とする橋梁 
 

家族連れで遊ぶ場 屋台のある日常 

① 

② 

③ 

④ 

⑤ 

⑥ 

⑦ 

⑧ 

②楓橋 

楓橋は交流広場として 
活用されている 
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２－３ 空間の再構築（３／４）（どのような空間・場所であったらよいか）  

 

呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料２-管理・運営及び整備に関する方針 

＃２ 

交通拠点，集客・交流エリア 

商業エリア 

（芝生広場や 

こども広場） 

出典：呉市都市計画マスタープラン（R5.3 月） 

エリア一帯を俯瞰したゾーンイメージとまちなか公共空間 

住宅地・事業所エリア 

屋台 

視点①より＜川をまちの中心として捉える＞ 

・住宅地・事業所エリアや商業エリアのオモテニワ

となるよう機能をにじみ出し 

（空間内へのにぎわい機能の誘導，デッキ空間の使い方や動線

の再考，左岸側の駐車場空間の公園化と堺川通りの再編） 

視点②より＜ゾーンコンセプトの考え方＞ 

・周辺のまちづくりと効果を高め合うコンセプト 

（図書館・文化ホール，市役所，交通拠点・集客施設との関係） 

視点②より 
まちづくり拠点 
からの広がり 

視点②より 
交通拠点や集客施設の
クロスポイント 
 

視点①より 
商業エリアのオモテニワ 

・商い機能を対岸方向へにじみ出し 

視点①より 

住宅地・事業所エリアのオモテニワ 

・遊ぶ・くつろぐ機能を対岸方向へにじみ出し 

視点③より＜空間の一体化の考え方＞ 

・空間を分断する東西方向の道路を歩行者空間化 

視点④より＜ハレケの場としての空間＞ 

・ハレ（非日常，イベント）とケ（日常）を演出

する空間 

（図書館・文化ホール，市役所，交通拠点・集客施設との関

空間の一体化の検討のイメージと現在の施設の状況 
 

 

蔵本通り 

中央公園 
市民ホール 

市役所 

文化ホール 

至 大和ミュージアム 

至
 
青

山
ク

ラ
ブ

な
ど

 
至

 
JR

呉
駅

 

国
道

３
１

号
 

▪ステージ 

▪錨モニュメント 
▪吊り式シェルタ
ー 

▪大型遊具 
▪売店（ﾄﾗｲｱﾙｻｳﾝﾃﾞｨﾝｸﾞ実施中） 

▪噴水施設 ▪カリヨンの時計 ▪親水護岸 

▪
堺

橋
 

▪
五

月
橋

 
 

▪呉みなと祭パレード（ハレの場） 

 

▪屋台 
 

れんがどおりなど，商業エリア 
 

▪
交

流
広

場
 

楓
橋

 
 

堺川通り 

← ← ← ← 
※歩行者専用化することで発生する影響を把握するために，交通量調査とその

結果を踏まえた詳細な検討を行いながら空間の一体化を進めていく。 
（幹線的な道路や２車線ではあるものの，広域的なネットワーク性を有する路線を除く） 

※中央図書館との一体化については，ハード・ソフトの両面で実施可能な手法
を検討する。 
 

 

呉みなと祭パレード 

ウォーカブルなまちなか形成の方針図 

住宅地・事業所エリア 

視点②より 
カルチャーコアと 
その広がり 

ウォーカブルなまちなか 

形成を図るエリア 

 

主要回遊軸 

（まちなか公共空間） 

回遊軸 

車の動線（視点③より） 

一体化の検討が可能 

と考えられる区域 
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２－３ 空間の再構築（４／４）（どのような空間・場所であったらよいか）  

 

呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料２-管理・運営及び整備に関する方針 

＃２ 

まちなか公共空間の断面イメージ 

未来 
（日常） 

※駐車需要を整理しながら，駐車場の一部を 
公園への土地利用転換について検討 

堺川通り 

未来 

堺川通り 
蔵本通り 

道路空間を活用したパレードや空間内での出店・交流など 

（停車） 

（駐車場） 堺川通り 

現在 
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呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料２-管理・運営及び整備に関する方針 

＃２ 

呉まちなか公共空間デザイン会議（第２回）資料 

２－４ デザイン・設え 
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２－４ デザイン・設え（１／２）（どのようなデザイン，設えがよいか） 
 

呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料２-管理・運営及び整備に関する方針 

視点① 呉を体感するデザイン 視点② インクルーシブなデザイン 

・「呉らしさ」を出す造船技術や鉄を使った建物・オブジェがあれば良い。 

・今の公園は，素晴らしい歴史がある。 

・インクルーシブなみんなの公園 

・年齢や性別，障害の有無などに関係なく安心して過ごせる空間 

・きれいなトイレがあると良い空間であると思う。 

・子供の使用や荷物置き，おむつ交換などに対応した機能 

 

 

・サインの多言語化やピクトグラム表示 
・年齢や性別，障害の有無などに関わらず誰もが利用できる施設の導入 

・呉のものづくりの伝統や歴史，海のまち呉を連想させるデザイン 

＃２ 

・呉市都市計画マスタープラン 
 呉らしさを体感できる景観 
・呉市景観計画 
 れんがを基調とした景観 

呉市の 

取組 

・呉市バリアフリー基本計画 

 道路や公園施設のバリアフリー化 

 ピクトグラム等による情報発信 

出典：（一社）KURE-PERS 資料 

出典：株式会社コトブキホームページ 
インクルーシブなデザインの遊具 

サインの例 
インクルーシブな環境設備 
（遊び場を囲う・見守るボーダーベンチ） 

デザイン 

会議 

・れんがを基調としたまちなみの整備 

呉市の 

取組 

デザイン 

会議 

出典：株式会社コトブキホームページ 

子ども用トイレを整備 
（武蔵境駅南公衆トイレ） 

出典：武蔵野市ホームページ 
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２－４ デザイン・設え（２／２）（どのようなデザイン，設えがよいか） 

呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料２-管理・運営及び整備に関する方針 

＃２ 
視点③ 沿道や周辺地との一体性を高めるデザイン 

・公共空間のエッジ（境界）のデザイン 
・沿道の使われ方のデザイン 

出典：ストリートデザインガイドライン（国土交通省） 
note（大西正紀氏記事） 

沼津市都市空間デザインガイドライン 

公共空間と民地の堺をつなげたデザイン 
（出雲市神門通り） 

出典：沼津市 

視点④ 古きを生かし新たな価値を創造する 

・既存空間のリノベーション 

・今の公園は，素晴らしい歴史がある。 

 

 

・呉市都市計画マスタープラン 

 ウォーカブルなまちなか形成に当たっては，これまで築いてきた呉らしさを

生かしながら取り組むことを基本 

・リノベーションまちづくりの展開 

れんが調の舗装やデザイン性の高い施設などの既存施設を生かしながら，再整備を実施 

呉市の 

取組 

呉市の 

取組 
・呉市都市計画マスタープラン 

 沿道と一体となった道路空間の利活用の推進 

デザイン 

会議 

呉の地形を再現した噴水 

円形ステージ 

吊り形式のシェルター 

クスノキの大木 

張り出しデッキ 

れんが調の舗装 親水護岸 

五月橋 

カリヨンの時計 

灯台を再現したオブジェ 

沿道と一体となった利用
をしている例 
（岡山市） 
 

出典：ストリートデザインガイドライン
（国土交通省） 

沿道と一体となって活用する部分の舗装のデザ
インを区別 
（岡山市） 

・公園，広場というのは，通りや周りを取り囲む建物も含めて空間 

 
デザイン 
会議 

 

歩道や広場と一体
感のある車道のデ
ザイン 
（通常のアスファ
ルト舗装ではな
く，ブロック系の
舗装材を使用） 

姫路市 大手前通り 

台湾 永康公園 
出雲市神門通り 
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呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料２-管理・運営及び整備に関する方針 

＃２ 

呉まちなか公共空間デザイン会議（第２回）資料 

２－５ 空間のマネジメント 
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２－５ 空間のマネジメント（１／２）（どのようなプロセスでつくり，どのように使っていくか） 
 

呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料２-管理・運営及び整備に関する方針 

視点① 愛される空間へ 

・愛着が持てるよう，空間一帯に愛称をつける。 

デザイン 

会議 

＃２ 

 

出典：福山市ホームページ 

福山駅周辺再生の愛称：「ふくまち」 

久屋大通公園の愛称：「Hisaya-odori Park」（名古屋市） 

出典：Hisaya-odori Park ホームページ 

・「中央公園」に馴染みがないので，名前を公募してはどうか。 

・シンボルになる名前，愛称が必要 

視点② 活用のシーンを発信する 

・空間における過ごし方・使い方のシーンを魅力的に発信 
・行政以外のメディアによる発信 

デザイン 

会議 

出典：DIG:R HIROSHIMA（広島県） 

広島のまちをユニークな視点
で情報発信するメディア 

・公園であると認知されておらず，そこで何かをするという考えにならない。 

・使用例や過ごし方の例を示すことで，公園を使う文化が呉に根付くと思う。 

・各ブロック過ごし方の例示，空間についての情報発信することで回遊を誘発 

・フォトコンテストの実施による広報 

公共空間をオープンに。パブ
リックをアップデートするメ
ディア 

デザイン 

会議 

視点③ 繋がる場をつくる 

・クリーン活動などを通じた繋がりの場をつくる 

出典：街の森のアトリエ Facebook 

出典：東京都都市公園制度制定
150 周年記念特設サイト 

都立公園の一体感を醸成しつつ，公園の楽しみや
公園への理解を発信する一斉イベント 

 

清掃活動を通じて，ゆるやか
なつながりをつくる活動 

 

・誰もが参加できるイベントがもっと増えると良い。 

・テーマを決めた活動やボランティアと連携したネイチャーゲームなどの実施 

愛称を募集し，最終候補の９点を対象として投票
を実施して決定 
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２－５ 空間のマネジメント（２／２）（どのようなプロセスでつくり，どのように使っていくか） 

呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料２-管理・運営及び整備に関する方針 

デザイン 

会議 

＃２ 
視点⑤ 使い方のルールや運営方法を見直す 

・禁止事項などを見直しや新たな運営方法について考える。 
・使い方に関する情報発信（使い方ガイドライン） 
・デジタル技術を活用した手続き 
・都市再生推進法人による代行手続き 
 

・公園の使い方の規制が多いことが中高生の利用の少なさに影響していると思う。 

・使い方やルールを話し合うと良い。 

・これからは，住民が主体となって管理や整備をしていくような空間であるべき 

・手続きを円滑に，もっと気軽に使用できるような窓口があると良い。 

・利用方法を周知すると良い。 

 

 

官民連携によるマネジメント体制 

 

出典：新虎通りエリアマネジメントホームページ
（新虎通りエリアマネジメント協議会）） 

出典：堺市電子申請システム 

電子申請システムによる手続き 

デザイン 

会議 

視点④ 小さな取組を積み上げる 

・未来の姿に向け，小さな取組を数多く展開する。 
・取組をフィードバックし，次の取組に生かす。 
・ハーフメイド，利用者のトライアルによる発展 
 

出典：トライアルパーク蒲原ホームページ 

出典：豊田市ホームページ 
 

数年間の実験的な活用を経て，
進化を見据えている公園 

実証実験を通じて使い方を検証し，必要
な整備を行った広場 

・アクション～フィードバックを繰り返す 

・小さな取組の延長線上において公園を使い倒す 

・トライアルサウンディングの実施 

・呉市都市計画マスタープラン 

 様々な課題に機敏かつ柔軟に対応する機動的な都市づくりに取り組む。 
呉市の 

取組 

出典：豊島区資料を基に作成 
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呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料２-管理・運営及び整備に関する方針 

＃２ 

呉まちなか公共空間デザイン会議（第２回）資料 

２－６ 基本方針 
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2－１ 基本方針（未来ビジョンの実現に向けた取組の基本的な考え方・方向性） 
 

呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料２-管理・運営及び整備に関する方針  

＃２ 
2-4 デザイン・設え P18～ 2-3 空間の再構築 P13～ 具体的な考えと取組のイメージ 基本方針の方向性 

１ 誰もが主役になり， 
呉らしさを誇れる場へ 

(3) 呉らしい情緒を誇れる場 

(2) 新たな挑戦ができる場 

(1) 誰もが主役になる場 

素材や色彩，視点場などに配慮 

小商いなどの新たな挑戦を支援 

主体的に関わる風土を高め，出
会いを演出。シビックプライド
を高める。 

３ 多様なシーンを 
創造し，エリアの 
価値を高める場へ 

周辺のまちづくりと連携し相互に
高め合う 

(7) エリアの価値を高める場 

(6) 多様なシーンを創造する場

へ 
遊びや文化，ハレケ，デイタイムか
らナイトタイムまで 

２ 
(4) 安心して過ごせる場 

(5) 五感を満たす心地良い 
歩きたくなる場 

インクルーシブでユニバーサル，交
通安全や防犯性等の安全性に配慮 

居心地の良さを高める 

４ 常に進化し続け， 
愛される場へ 

(8) 常に進化し続ける場 

変化に対応できる柔軟性・拡張性，
実験と成長の場 

(9) ともに創り続け愛される場 

官民連携制度の積極的な導入 

視点①川をまちの中心に 視点①呉を体感するデザイン 

視点④古きを生かし新たな
価値を創造する 

視点③志を持ってチャレン
ジする 

視点⑩快適にアクセスする 

視点⑨気の向くままに歩く 

視点③公園空間を繋ぐ 視点②インクルーシブなデ
ザイン 

視点⑦みどりのチカラで誘
い込まれる 

視点①暑い日も，雨の日も座
る・くつろぐ 

視点③沿道や周辺地との一
体性を高めるデザイン 

視点②活用のシーンを発信
する 

視点④ハレケの演出 

視点②ゾーンコンセプトに
よって命を吹き込む 

視点④大人もこどもも本気
で遊ぶ 

視点⑤おなかを満たす・食に
舌鼓を打つ 

視点⑧夜の演出に酔い痴れる 

視点⑥文化・芸術を体感する 

視点②自由に集い，学ぶ・働く 

視点④小さな取組を積み上
げる 

視点①愛される空間へ 

視点③繋がる場をつくる 

視点⑤使い方のルールや運
営方法を見直す 
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呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料 3-未来ビジョン 

＃２ 

呉まちなか公共空間デザイン会議（第２回）資料 

資料３-3 
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未来ビジョン（現在の延長線上にはない，概ね 20 年後の理想とする未来の姿） 

 

呉まちなか公共空間デザイン計画（方向性の検討）意見交換資料３-未来ビジョン 

＃２ 

・呉駅周辺地域総合開発の推進 

・大和ミュージアムのリニューアル 
・幸町地区総合整備の推進 
・まちなか居住の推進 

（まちなかウォーカブル区域内の居住人口の増加） 
・リノベーションまちづくり 

・都市再生推進法人によるエリアマネジメント 
 

デザイン 

会議 

・未来の理想とする空間の姿や，その空間が創造する価値観を，「未来への想い」としてとりまとめる。 
・考えをしっかりと共有することを前提として，最終的にはキャッチーな表現としてとりまとめるとともに，未来の姿を描いたイラストを作成する。 
 

※１Well-being：身体的，精神的,社会的に良好な状態にあることを意味する概念で，人々の満足度や充実, 幸せなどを表すもの 

 

呉市の 
取組 

・多様な人が安心して過ごせる空間 

・異なるテーマの集合体（動詞により使われ方をデザイン，各ブロックにテーマ） 

・インクルーシブなみんなの空間 

・日本中，世界中から訪れる空間 

・呉らしさを感じる空間 

・全世代が日常的に楽しめる空間 

・住んでいる人のための空間 

・チャレンジする場をつくる空間 

・公園を使う文化の定着 

 

 

＜呉市都市計画マスタープラン＞ 

【都市の将来像（抜粋）】心地よい暮らしが人々を惹きつける都市「くれ」 

【都市計画の目標（抜粋）】居心地が良く歩きたくなるウォーカブルなまちなかの形成 

 多様性のあるまちなかの形成。多様な人々が集い，交流することができるウォーカブル

なまちづくり。人が中心，自然や歴史・文化などの呉らしさを生かしながら取り組む。 

基本方針の方向性（P25） 

資料２ 
「将来の姿」参照 

未来への想い 
○理想とする空間は 

どういったものか 

○まちなか公共空間が 

市民や来訪者にもたらす 

価値観はどういったものか 

 

計画作成においてはキャッチー

な言葉で表現をしていく 

＜キーワード＞ 

・人が中心 

・多様な人の出会い・交流 

・新たなアイデア，新たな価値，新たな挑戦 

・様々な人とその活動を受け入れる，多様性を有する空間 

・安全で安心，心地良い空間 

・愛される空間 

・呉らしさ・地域性，世界に誇れる場所 

・周辺のまちづくりとの相乗効果，エリア価値向上 

・生活の豊かさを高める 

・Well-being※１（幸福度）を高める 

１ 誰もが主役になり， 
呉らしさを誇れる場へ 

(3) 呉らしい情緒を誇れる場 

(2) 新たな挑戦ができる場 

(1) 誰もが主役になる場 

素材や色彩，視点場などに配慮 

小商いなどの新たな挑戦を支援 

主体的に関わる風土を高め，出
会いを演出。シビックプライド
を高める。 

２ 
(4) 安心して過ごせる場 

(5) 五感を満たす心地良い 
歩きたくなる場 

インクルーシブでユニバーサル，交
通安全や防犯性等の安全性に配慮 

居心地の良さを高める 

４ 常に進化し続け， 
愛される場へ 

(8) 常に進化し続ける場 

変化に対応できる柔軟性・拡張性，
実験と成長の場 

(9) ともに創り続け愛される場 

官民連携制度の積極的な導入 

３ 多様なシーンを 
創造し，エリアの 
価値を高める場へ 

周辺のまちづくりと連携し相互に高
め合う 

(7) エリアの価値を高める場 

(6) 多様なシーンを創造する場

へ 
遊びや文化，ハレケ，デイタイムか

らナイトタイムまで 


